
2026年度前半期東北地区産科婦人科学会・医会連絡会

東北連合産科婦人科学会役員会および日本産婦人科医会 東北ブロック協議会 議事録

日時：2026 年 6 月 21日(日) 午前 7：50～8：30

会場：メトロポリタン山形 3階 朝日   

開会の辞                           事務局 宮原 周子

Ⅰ 学会長挨拶                      ［学 会 長］堤  誠司

東北連合 1日目：227 名のご参加をいただいた。

先生方のご指導とご協力に深く感謝申し上げます。引き続きよろしくお願いいたします。

Ⅱ 東北連合産科婦人科学会役員会              

議長選出                          事務局 宮原 周子

会則に則り、議長は常任委員の齋藤昌利教授を選出。

→拍手多数で承認

報告事項

１．庶務報告 （資料 1～5）                    宮原 周子

資料 1：東北連合産科婦人科学会、北日本産科婦人科学会の担当県・大学名及び会長名。

東北連合は 2027 年度が福島県、2028 年度が宮城県。北日本産科婦人科学会は、2026 年

度が金沢大学、2027 年度が東北大学、2028 年度が北海道大学。

2029 年、2030 年は日産婦のため、旭川医大と山形大学が担当交代。

資料 2：東北連合と北日本の輪番表。北日本に関しては様々な事情で開催校を交代。

資料 3：東北連合産科婦人科学会役員一覧。宮城県で交代あり、名誉会員に八重樫伸生先

生、伊藤潔先生、功労会員に渡辺洋先生、山田秀和先生、代議員に岩間憲之先生が新た

に選出。

資料 4：東北連合 2025 年 3 月 31 日現在の会員数は 1087 名。

会費免除の会員を除き、会費納入者数は 922 名。

資料 5：2025 年からの物故会員は記載の通り。（皆で黙祷）

２．第 73回北日本産科婦人科学会総会・学術講演会（第 160 回東北連合産科婦人科学会）

の準備報告(金沢大学)（資料 6-1,6-2）              宮原 周子

会期：2026 年 9 月 26 日(土)から 27 日(日)、大会長：金沢大学の安彦郁先生、場所：金

沢市文化ホール。9月 25 日に医局懇親会とレクリエーションのボーリングあり。



３．第 161 回東北連合産科婦人科学会（福島県）（資料 7）の準備報告   本多つよし

2027 年 6月 19 日(土)から 20 日(日)に開催予定。会場は福島駅西口のエルティ ウェデ

ィング・パーティ。テーマはともに描こう、みちのくの未来。専門医更新に必要な必修

項目(医療安全・医療倫理・感染対策)をそれぞれ設ける予定。指導医講習会には日本産

婦人科医会会長の石渡勇先生に来ていただく予定。ランチョンセミナーを 4つ開催予

定。

４．第 74回北日本産科婦人科学会総会・学術講演会（第 162 回東北連合産科婦人科学会）

の準備報告（東北大）（資料 8）                  齋藤 昌利

2027 年 10 月 9日(土)・10日(日)に開催。例年は国際センターで開催しているが、工事

中のため国際ホテルで開催。

５．日本産科婦人科学会理事会報告（資料 9-1～9-4）   永瀬 智 齋藤 昌利

1)学術総会開催予定(齋藤)

2027 年は第 79回、4月 23日から 4 月 25日、横浜市立大学の宮城悦子先生がご担当、

2028 年は第 80回、4月 21日から 23 日、昭和大学の関沢明彦先生がご担当、2029 年は

第 81回、山形大学の永瀬智先生がご担当。

(永瀬) 場所は、工事が終わったころの仙台国際センターと、緑彩館の予定。

2)2026 年度専門研修プログラムの専攻医登録状況について(齋藤)

最終調整期間までに 478 名が採用。

2025 年度専攻医登録が 469 名であり若干増えたが同じぐらいの人数で推移。

3)書籍発刊(齋藤)

産婦人科診療ガイドライン 2026 年度版産科編並びに婦人科外来編が発刊。産科編に関し

ては、若干の記載ミスあり、学会のホームページで確認、あるいは手元の紙媒体に訂正

の紙を挟み、注意を促していただければ。

4)婦人科腫瘍領域におけるロボット手術に関する指針の改定(渋谷)

6月 1日から子宮頸癌のロボット手術、子宮体癌のロボット・腹腔鏡の郭清が保険適応

となり、指針が改定された。詳細については配布の資料参照。ロボットの施設登録に関

しては、指針改定が保険適応と同じ 6月 1日だったために全国で混乱が起き、今年度に

限っては要件を満たしている施設であれば登録未実施で行ってよいことになった。来年

度以降は登録した施設のみになる。

5)専門医制度委員会からの報告(渋谷)

2026 年 6月 28 日に第 2回中央専門医制度委員会、全国地方委員会委員長会議が行われ



る予定。専門研修プログラム整備基準の変更中。

資料 9-3：学術活動に関する定義に修正が行われ、論文の定義が若干ゆるくなった。こ

れまで認めていなかったクリニカルカンファレンスや画像系論文(英文のみ)は、専門

医委員会が認めたものに限って可に変更された。

資料 9-4：専門研修基幹施設の認定基準の変更。分娩数の減少により、既存の基幹施設

で分娩 150 件/年という認定基準を満たせない施設が生じており、原則として同一都道

府県内の連携施設と合同で基幹施設認定を受けられるよう、認定基準に付記が追加さ

れた。

(斎藤)ボリュームのある変更になり、該当する手術を行っている施設の先生方は指針を読

み込んで対応を。記載はないが、開腹あるいは腹腔鏡頸管縫縮術に関して、新規医療技術

のため、日産婦に報告あるいは倫理申請等が必要とホームページに記載あり。

６．その他 なし

協議事項

１．2025 年度東北連合産科婦人科学会収入支出決算（案）

並びに監査報告（資料 10-1、10-2）              宮原 周子

収入の部の当年度会費：前年度より 3万 2000 円減。会員数 8人減によるもの。

今年度の収入の合計：369 万 1034 円で、前年度から 3万 2446 円減。

支出の部の秋期総会費：今年度は 2025 年が宮城県で北日本開催のため 60万円の支出。

前年度は札幌での開催で支出がなかったため、前年度より 60万円の増額。

支出の合計：391 万 5944 円で、前年度から 58万 2115 円増。

前年度からの繰越額が 121 万 9442 円、今年度の収支差額がマイナス 22万 4910 円、来年

度への繰り越しは 99万 4532 円。

特別会計：2022 年につくった、日産婦を東北地方に誘致するための基金。今年度は基金

への収入・支出はなく、170 万円全額が来年度へ繰越。

(立花)6月 3日に慎重に監査し、適切と判断。

(堤)監査が昨日なので手元の資料には署名捺印がないが、適切と判断。

→拍手多数で承認

２．2026 年度東北連合産科婦人科学会収入支出予算（案）(資料 11)     宮原 周子

収入の部の当年度会費：356 万 4000 円、一般会員 919 人の 97%で計算。

支出の部の秋期の総会費：2026 年度は金沢のため、今回は予算に計上せず。

その他は特に昨年度と変更なし。

特別会計：当年度も使用の予定なし

→拍手多数で承認



３．2026 年度後半期東北地区産科婦人科学会・医会連絡会について    宮原 周子           

2027 年 2 月 21 日(日) 場所：仙台市       

→拍手多数で承認

４．第 163 回東北連合産科婦人科学会の担当県について

2028 年開催予定 宮城県                   齋藤 昌利

→拍手多数で承認

(谷川原) 5/20(土)・5/21(日)に、仙台市の国際センターで開催予定。会長に関しては任

期が切れるので、これから医会の中で検討。

５. 今年度の専門医二次試験について

  2026 年 7 月 25 日(土)CBT 試験：東京地区、大阪地区の各会場

7月 26 日(日)面接試験：東京会場：都市ｾﾝﾀｰﾎﾃﾙ、大阪会場：AP大阪淀屋橋

渋谷 祐介

→拍手多数で承認

※会終了後、永瀬先生より、専門医二次試験の予定は協議事項ではなく報告事項として扱

うのが適切との指摘あり。

６. その他

(渡辺 正)2027 年 10月 30 日(土)、東北医科薬科大学担当で日本生殖学会を、仙台駅の隣

にあるアエル TKP ガーデンシティ 30階で開催予定。ぜひ足を運んでいただければ。

Ⅲ 日本産婦人科医会 東北ブロック協議会

・別紙参照

Ⅳ 閉会の辞                               堤  誠司

本日はお疲れ様でした。2 日間という短期間ではありますが、山形を堪能していただければ

と思います。それでは、これにて閉会とさせていただきます。

文責：齋藤昌利、宮原周子、塚本若菜
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